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　令和６年10月分からの拡充対象者のうち下記に該当する人は、申請しないと受給や増額ができません
ので、申請が済んでいない人は注意してください。(生計中心者が公務員の場合は勤務先で申請してく
ださい)
●申請が必要な人
①高校生年代の子のみを養育している人
②養育する子が３人以上いて、新たに多子加

算（第３子以降）の算定対象となる18歳年
度末を経過した後、22歳年度末までの経済
的負担のある子（進学かどうかに関わらず）
がいる人

③所得上限超過により児童手当・特例給付を
受給していない人

市への申請が必要な人はお忘れなく！
児童手当制度は10月分から拡充されています

　安心して赤ちゃんを迎えるために準備しませ
んか？

３月２日(日)
午前９時～午後０時30分の間で２時間程度

（午前８時45分～受け付け）
保健センター
お産の経過と陣痛時の過ごし方や赤ちゃんの
お世話の仕方、お風呂実習
妊婦とその家族
12組（先着順）
２月３日(月) ～ 14日(金)　
母子健康手帳、フェイスタオル・バスタオル
各１枚、ビニール袋、筆記用具、飲み物　　
事前に、市ホームページに掲載している動画
を視聴してください。
　健康増進課 母子保健係
　☎２３−３９６４
　Ⓔkenkou@city.kanonji.lg.jp
●メールで申し込む場合

件名：「パパママ教室」
本文：「参加日・住所・氏名（夫婦）・母の生

年月日（和暦）出産予定日・電話番号」
を明記してください。

パパママ教室 体験コース 相 談

家庭児童
相談

子育ての不安、
養育困難、虐待、
家庭内の相談など

月～金曜日
（祝日、年末
年始を除く）
午前８時30分
～午後５時

市役所
１階

家庭児童
相談室

母子・父子
自立相談

ひとり親家庭
の相談や援助、
貸付など

児童相談
（要予約）

２月12日(水)
午後１時30分～午後４時

（県の専門相談員が対応）

 　子育て支援課 こども・女性相談係 ☎２３−３９５７

育児相談
(要予約)

２月25日(火)
午前９時15分～午前11時15分 保健

センター心理相談
(要予約)

２月25日(火)
午前９時～午前11時50分

 　健康増進課 母子保健係　☎２３−３９６４
 　Ⓔkenkou@city.kanonji.lg.jp

件名 ｢育児相談申し込み｣、本文 ｢お子さんの名前、
生年月日、住所、電話番号、相談したい内容｣を記入。
事前に電話またはメールで申し込みしてください。

問

問

　令和７年３月31日までに申請すれば、拡充分の
児童手当を令和６年10月分から受給することが可
能ですが、早めの申請をお願いします。

子育て支援課　☎２３−３９６２

詳しくは
市ホームページを
確認してください

問

持
受
数
対

内
所

注

時

申問

小 西 好
こ の

花
か

ちゃん
父  則輝さん　　母  麻衣さん

長谷川想
そ

空
あ

ちゃん
父  道隆さん　　母  希実さん

大 西 陽
ひ

華
か

ちゃん
父  修人さん　　母  真子さん

幸 﨑 琴
こと

禾
の

ちゃん
父  凌さん　　母  弥栄子さん

松 崎 心
こ

春
はる

ちゃん
父  廉さん　　母  伶奈さん

真 部 結
ゆい

翔
と

ちゃん
父  誠也さん　　母  史華さん

令和６年２月生まれ

受　　付：２月３日（月）午前８時30分から（先着順）
申込方法：秘書課へ電話または窓口で申し込み。
　　　　　申し込み後、１週間以内に申込書と
　　　　　写真を提出してください。
窓　　口：秘書課 広聴広報係・大野原支所・
　　　　　豊浜支所・伊吹支所
問い合わせ先：秘書課 広聴広報係　☎２３−３９１５

令和６年５月生まれの子どもを募集します

１歳お誕生日おめでとう

Hello Kids!!Hello Kids!!

午後２時～
妊婦やその家族、同病院で分娩予定以外の人も受
講可能
無料　
Zoomを使用
産婦人科外来または西３病棟へ電話予約

※開催日２日前までに予約が必要
三豊総合病院　☎５２−３３６６

オンライン出産準備教室
月日 内容 講師

２月４日(火)
・妊娠の経過と正常と異常について 産婦人科医師
・妊娠からこどもの歯の健康について 歯科医師
・産後の経過と母児同室について 助産師

２月18日(火) ・子どものなりやすい病気について 小児科医師
・入院の時期、方法、出産準備について 助産師

２月25日(火)
・妊娠中の過ごし方について 助産師
・妊娠中から授乳中のお薬について 薬剤師
・妊娠中の栄養について 管理栄養士

対
時

問

料

申
注

２月26日(水)
午前10時15分～午前10時45分

（午前10時～受け付け）
ほっとはうす萩
乾 昌代先生
６カ月ぐらいまでの赤ちゃんと保護者
10組（先着順）
無料
バスタオル、飲み物
　健康増進課 母子保健係　☎２３−３９６４
観音寺市愛育会

タッチケア＆わらべうた
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　１００歳を迎えた大西都隆さん（大野原町）を佐伯市
長が顕彰訪問。この日、長女夫婦と同居する都隆さん
の自宅で、バースデーソングを歌ってみんなで長寿を
　　　お祝いしました。天気のいい日は、家の庭を３
　　　　周歩いた後に日光浴するのが日課で、自分の
　　　　　　歯で何でもおいしく食べているそうです。
　　　　　　これからもお元気でお過ごしください。

　読書に親しむ機会を持ってもらおうと、中央図書館
で「新春貸し出し福袋」が用意されました。大人用35
袋、子ども用15袋の計50袋には、新刊本３冊と雑誌付
録等の景品が入っており、どんな本が当たるかは中を
開けてのお楽しみ。開館前から大勢が行列を作り、福
袋を手にしました。小学2年生の児童は、「本が好きで
毎日読んでいます。読んだことのない本ばかりで早く
読みたい」と話していました。

地域の慣習を学ぼう 豊浜小児童がしめ縄づくりどっかーん!!と観音寺を盛り上げ隊が寄付金目録を贈呈

100歳の長寿を祝い、市長が訪問

新しい年に新しい本の世界を冒険しよう

　市女性団体連合会が豊浜長寿会と協力して、豊浜小
学校６年生を対象にしめ縄づくり体験を開催。児童ら
は、しめ縄飾りの意味や縄のない方などの説明を受け、
地域の人とともにグループに分かれて作業に取り組み
ました。児童は「とても力が必要な作業で難しかった
けど、優しく教えてくれたおかげで完成させることが
できてうれしい。玄関に飾りたいです」と話しました。

　11月24日にハイスタッフホールで開催した「第７回
おいしいかんおんじ物産展」の売上金の一部と賛同隊
員企業から市内小学校３校に寄付金をいただき、目
録の贈呈式を行いました。同団体の須田雅夫隊長は
「SDGｓの目標の一つ『質の高い教育をみんなに』に
あてはまるような備品を購入し、有効活用いただけれ
ばと思います」と話していました。
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かんおんじかんおんじタタウウンン情報情報

子どもたちのふるさと応援活動 小・中学生が、地域のあちらこちらで活躍中！
さまざまな取り組みを紹介します。

　地域の人が気持ちよく利用できる
ように、４年生がコミュニティセン
ターを清掃しました。

一ノ谷小学校11/12
　美しく住みよい郷土を築くため、児
童と保護者、地域の皆さんが参加して、
各地区ごとにごみ拾いを行いました。

高室小学校11/16

　レストハウスしのはら（大野原町）から創業50周年
を迎えた記念に、車いす10台を寄贈いただきました。
篠原宜嗣代表取締役社長は「多くのお客さまのおかげ
で創業50周年を迎えられた。地元の人に活用してもら
えるものをと思い、車いすを選びました」と話してい
ました。車いすは、観音寺市社会福祉協議会と三豊総
合病院で活用させていただきます。

給食で学ぶ地産地消！地元食材の恵みを堪能 地元の海の幸楽しむイベント開催

レストハウスしのはらから車いす10台寄贈

　伊吹漁協煮干集出荷場で観音寺・三豊おさかな市
2024、第12回観音寺・伊吹いりこ祭りが開催され、家
族連れら約３千人が来場。いりこ飯やうどんの販売、
ハマチカルパッチョの試食、物販、抽選会などが行わ
れ、会場は活気に溢れていました。アジのつかみ取り
に参加した子どもは「ちょっと怖かったけど、３匹も
つかめた。お刺身にして食べたいです」と話しました。

　市内小中学校や公立幼稚園・こども園・保育所で地
産地消給食の日「かんおんじデー」を実施しました。
オリーブ牛や金時ニンジン、イブキホワイト、ロメイ
ンレタスなど地元食材をふんだんに使ったメニュ―が
提供され、児童たちはご満悦。常磐小学校では、栄養
教諭から食材の説明を聞き、どのメニューに
どの食材が使われているか確認しな
がら地元の恵みを味わいました。
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